
八
月
一
日
午
後
六
時
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
始
ま
る
直
前
に
雨
が
上
が
り
、

子
供
た
ち
に
よ
る
お
囃
子
が
始
ま
る

頃
に
な
る
と
、
事
前
に
雨
が
降
っ
た

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が

続
々
来
場
し
て
き
た
。

定
刻
の
七
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

響
い
た
後
、
お
囃
子
手
の
笛
が
鳴
り

響
き
踊
り
が
始
ま
っ
た
直
前
に
電
飾

と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
一
斉
に
点

灯
さ
れ
る
と
会
場
全
体
か
ら
大
歓
声

が
湧
き
上
っ
て
祭
り
が
始
ま
っ
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
踊
り
手
の
人

達
が
多
く
市
外
か
ら
や
外
国
人
の
姿

が
目
立
ち
こ
の
賑
わ
い
が
来
年
以
降

も
続
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ

空
を
見
上
げ
る
と
、
祭
り
の
途
中
で

お
月
さ
ん
も
顔
を
出
し
微
笑
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

日
精
会
の
お
休
み
ど
こ
ろ
に
は
例

年
通
り
開
始
前
か
ら
四
十
人
前
後
の

皆
さ
ん
が
立
ち
寄
り
、
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
再

会
で
旧
交
を
温
め
た
り
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
途
中

で
和
楽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

た
が
「
三
等
賞
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ウ
チ
ワ
を
利
用
し
た
地

元
商
店
会
協
賛
に
よ
る
豪
華
な
賞
品

が
当
た
る
大
抽
選
会
も
あ
り
遅
く
ま

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
年
は
、
日
光
事
業
所
の
創
業
一

一
九
周
年
・
行
幸
啓
一
一
二
周
年
記

念
祭
で
、
こ
れ
は
素
晴
ら
し
く
誇
れ

る
伝
統
行
事
で
あ
り
日
本
一
の
祭
り

で
も
あ
る
。

今
年
も
お
祭
り
の
日
が
来
ま
し
た

中
村
由
紀
子

（
東
町
支
部
）

心
配
な
空
模
様
で

し
た
が
、
雨
も
上
が
り
涼
し
く
気
持

ち
よ
く
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
、
工
場
や
事
務
所
な
ど
新
し

く
な
り
、
昔
は
あ
ん
な
だ
っ
た
な
、

こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
な
、
な
ど
と
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

日
精
会
の
テ
ン
ト
で
は
、
飲
食
物

の
接
待
が
有
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
と

会
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
和
楽
の
お
囃
子
を
聞
き

な
が
ら
お
祭
り
を
楽
し
む
人
々
を
な

が
め
、
伝
統
あ
る
祭
り
が
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

日
精
会
も
和
楽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

に
連
続
で
入
賞
し
て
と
て
も
素
晴
ら

し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
パ
ワ
ー

で
来
年
も
入
賞
で
き
る
よ
う
、
元
気

に
毎
日
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

古
河
金
属
創
業
百
五
十
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
た

「
足
尾
銅
山
記
念
館
」
が
八
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

こ
の
記
念
館
は
、
足
尾
銅
山
の
歴

史
や
日
本
の
公
害
の
原
点
と
さ
れ
る

足
尾
鉱
毒
事
件
に
つ
い
て
の
展
示
な

ど
「
足
尾
銅
山
の
光
と
影
」
を
紹
介

し
て
い
る
。

古
河
グ
ル
ー
プ
の
創
立
者
「
市
兵

衛
」
翁
の
人
物
像
を
伝
え
る
展
示
も

あ
り
、
足
尾
銅
山
の
閉
山
後
を
半
世

紀
に
わ
た
り
描
き
続
け
た
「
鈴
木
喜

美
子
」
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

い
る
。

見
学
は
し
ば
ら
く
予
約
制

入
館
料

千
円

開
館
時
間

9
時
～

16
時

（
入
館
受
付

15
時
ま
で
）

休
館
日

火
・
水
曜
日

申
込
先

０
２
８
８

２
５

３
８
０
０

私
も
先
日
、
見
学
し
た
が
館
内
の

展
示
品
を
見
な
が
ら
、
昔
の
自
分
を

思
い
出
し
懐
か
し
い
ひ
と
時
を
過
す

こ
と
が
で
き
た
。

  

（
大
門
陽
利
）

日精会たより №１９０ ２０２５年(令和７年) ９月1

酷
暑
と
大
雨
が
続
く
日
々
で

う
ん
ざ
り
で
す
。

◇
参
議
院
選
挙
は
、
物
価
高
・

少
子
化
・
消
費
税
・
社
会
保
険

料
・
外
国
人
問
題
・
関
税
等
で

政
権
選
択
選
挙
と
揶
揄
さ
れ
た
。

自
民
・
公
明
は
衆
参
両
院
で
過

半
数
を
割
り
、
今
後
の
政
権
運

営
は
関
税
や
物
価
対
策
等
で
停

滞
を
深
め
そ
う
だ
？
新
興
勢
力
の
躍
進
で

多
党
化
が
進
み
新
時
代
の
ス
テ
ー
ジ
感
を

受
け
る
。
選
挙
公
約
の
少
子
化
・
地
方
活

性
化
に
本
腰
を
入
れ
て
効
果
を
見
せ
て
欲

し
い
。
更
に
「
船
頭
多
く
し
て
船
山
に
上

る
。
」
事
の
無
い
よ
う
願
い
た
い
。
◇
毎

日
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
す
の
は
、
大
リ
ー
グ

の
大
谷
選
手
と
日
本
選
手
の
活
躍
、
そ
し

て
詐
欺
被
害
の
報
道
だ
。
◇
特
殊
詐
欺
事

件
の
増
加
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
。
今

年
上
半
期
の
被
害
額
は
６
０
０
億
円
昨
年

同
期
の
約
２
．
６
倍
と
な
っ
た
。
◇
普
段

の
生
活
の
中
で
突
然
被
害
が
降
り
か
か
る

身
近
な
問
題
で
あ
り
、
被
害
に
会
え
ば
金

銭
面
と
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
拭
い
去
る

事
は
出
来
な
い
。
詐
欺
師
は
平
穏
に
暮
ら

す
人
々
を
騙
す
プ
ロ
だ
。
常
に
進
化
し
オ

レ
オ
レ
・
架
空
請
求
・
還
付
金
・
ニ
セ
警

察
官
、
ニ
セ
広
告
、
訪
問
販
売
、
点
検
商

法
、
出
張
買
取
り
等
あ
の
手
こ
の
手
で
蜘

蛛
の
巣
を
張
り
、
如
何
に
上
手
く
騙
す
か

爪
を
磨
い
て
い
る
。
◇
基
本
対
策
は
そ
の

都
度
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
詐
欺
事
例

を
参
考
に
す
る
。
極
力
ツ
ー
ル
を
介
し
た

接
触
は
避
け
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
ら
な

い
よ
う
に
個
人
情
報
漏
洩
（
顔
バ
レ
・
住

所
バ
レ
）
等
の
二
次
被
害
に
注
意
す
る
。

ま
さ
か
の
詐
欺
被
害
に
会
わ
な
い
よ
う
に
、

注
意
深
く
、
楽
し
く
生
活
し
て
行
き
た
い
。

（

Ｍ

・

Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

わ ら く い け

月

も

微

笑

ん

だ

和

楽

踊

り

７ 月 現 在

1 ０ ２ 名

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

◎

県
退
連

と
う
も
ろ
こ
し
狩
り

6
月
28
日

中
村
・
吉
新

幹
事
会

7
月
2
日

長
尾

◎

な
ん
た
い
地
協

塩
谷
町
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

7
月
5
日

田
中

他
3
名

◎

役
員
会
議

6
月
26
日
・
7
月
25
日

◎

日
光
和
楽
踊

日
精
会
お
休
み
処
設
置

8
月
1
日

立
ち
寄
り
者

約
40
名

本 部 の 動 向 足

尾

銅

山

記

念

館

会 員 状 況

鈴木喜美子さんの絵画
インゴット



《
ゴ
ル
フ
部
》

五
月
十
八
日

天
気

予
報
で
は
雨
で
あ
っ
た

が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
日

光
市
民
ゴ
ル
フ
場
で
、

十
名
の
参
加
者
で
熱
中

症
に
注
意
し
な
が
ら
熱

戦
が
行
わ
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
で
２
ゲ
ー
ム
を

実
施
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
無
事

大
会
が
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

優
勝

福
田
和
男

（
今
市
南
）

二
位

斉
藤
治
一

（
大
沢
西
）

三
位

神
山
敏
子

（
清
滝
）

Ｂ
Ｂ

鈴
木

治

（
所
野
）

Ｂ
Ｇ

根
岸
俊
男

（
安
良
沢
）

（
部
長

野
原
敏
雄
）

《
将
棋
部
》

六
月
七
日
、
日
光
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
参
加
者
五
名
で
リ
ー

グ
戦
（
同
一
相
手
と
二
回
指
す
）
を

行
い
、
い
つ
も
な
が
ら
の
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
し
た
。

優
勝

高
頭
東
志
夫
（
安
良
沢
）

準
優
勝

渡
辺
治
夫

（
安
良
沢
）

三
位

竹
尾
広
三

（
森
友
）

（
部
長

薄
井
和
彦
）

《
囲
碁
部
》

六
月
七
日
、
星
部
長
宅
に

お
い
て
、
四
名
の
参
加
者
で

昼
食
を
は
さ
み
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

星

防
人

０
勝
三
敗

山
崎
勇
一
郎

二
勝
一
敗

斉
藤
治
一

三
勝
０
敗

大
門
陽
利

一
勝
二
敗

（
部
長

星

防
人
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

六
月
十
二
日
、
九
名
の
参
加
者
で

今
市
カ
ラ
オ
ケ

バ
ン
バ
ン
に
お

い
て
、
軍
歌
、

演
歌
な
ど
を
約

三
十
曲
を
楽
し

く
歌
い
、
特
に
九
十
四
歳
の
方
の
高

齢
者
と
は
思
い
な
い
し
っ
か
り
し
た

歌
声
に
一
同
感
心
し
た
。

（
部
長

丹
治
浩
一
）

《
歩
こ
う
か
い
部
》

  
六
月
十
八
日
春
の
歩
こ
う
か
い
部

の
行
事
と
し
て

長
野
県
と
群
馬

県
の
県
境
に
あ

る
「
湯
の
丸
高

原
」
ハ
イ
キ
ン

グ
を
実
施
し
た
。

梅
雨
時
の
天
候

の
心
配
も
あ
っ

た
が
「
湯
の
丸

高
原
つ
つ
じ
祭
り
」
と
重
な
り
満
開

の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
湯
の
丸
高
原
の

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
を
利
用
し
て
堪
能

で
き
た
。
参
加
人
数
も

35
名
と
多
数

の
参
加
者
を
得
て
大
型
バ
ス
を
利
用

し
た
遠
出
と
な
っ
た
が
ト
ラ
ブ
ル
等

も
な
く
時
間
通
り
の
行
程
で
実
施
で

き
た
。

（
部
長

芳
賀

真
治
）

祖
父
母
と
共
に
参
加江

田
茉
紘
  

（
大
沢
東
支
部
）

湯
の
丸
高
原
は
初
め

て
訪
れ
る
場
所
で
し
た
の
で
、
ど
ん

な
体
験
が
で
き
る
か
と
数
日
前
か
ら

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
リ
フ
ト
か
ら

は
一
面
に
広
が
る
緑
と
心
地
よ
い
風

を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
原
で
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
見

頃
を
迎
え
、
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
が

と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

少
し
登
っ
た
東

屋
付
近
で
い
た

だ
い
た
祖
母
お

手
製
の
お
弁
当

は
、
自
然
の
中

で
味
わ
う
か
ら
こ
そ
の
格
別
な
お
い

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

広
々
と
し
た
空
と
爽
や
か
な
風
、

澄
ん
だ
空
気
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
貴
重

な
ひ
と
と
き
と
な
り
、
忙
し
い
日
常

か
ら
解
放
さ
れ
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
た
気
が
し
ま
す
。
帰
り
に
は
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
ご
ち
そ
う
に
な
る

な
ど
、
皆
様
の
温
か
い
お
心
遣
い
に

触
れ
る
場
面
も
多
く
心
に
残
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

日
光
二
荒
山
神
社
（
本
社
・
本
宮
・

滝
尾
）
の
社
紋
は
「
左
三
つ
巴
」
で

あ
る
。

世
界
遺
産
登
録

25
周
年
を
迎
え
た

「
日
光
の
社
寺
」
エ
リ
ア
で
、「
日
光

三
社
」
の
一
つ
、
日
光
二
荒
山
神
社

別
宮
の
「
本
宮
神
社
」
の
拝
殿
の
屋

根
に
並
ぶ
五
つ
の
社
紋
。
何
十
年
も

見
慣
れ
て
き
た
拝
殿
だ
っ
た
が
、
左

端
だ
け
な
ぜ
か
文
様
が
逆
さ
向
き
の

「
右
三
つ
巴
」
に
な
っ
て
い
る
の
に
は

じ
め
て
気
が
付
い
た
。

見
つ
け
た
き
っ
か
け
は
、
お
客
様

の
ガ
イ
ド
途
中
で
、
な
ぜ
か
こ
の
一

つ
だ
け
光
具
合
が
特
に
強
く
目
に
写
っ

た
の
で
あ
る
。（
発
見
期
日
・
２
０
２

４
年
９
月
９
日
「
そ
ぞ
ろ
歩
き
・
日

光
の
発
祥
地
」）
数
日
た
っ
て
、
な
ぜ
、

社
紋
が
一
つ
だ
け
違
う
の
か
？
・
創

建
時
か
ら
な
の
か
？
あ
る
い
は
大
火

で
焼
失
後
の
再
建
時
か
ら
か
？
・
そ

の
意
味
は
？
等
々
に
つ
い
て
、
謎
を

解
き
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

関

係
す
る
文
献
な
ど
を
調
べ
て
も
、
日

光
二
荒
山
神
社
本
社
と
、
日
光
の
社

寺
保
存
会
事
務
所
に
伺
っ
た
が
、
そ

の
理
由
は
不
明
と
い
う
。（
日
光
二
荒

山
神
社
に
よ
る
と
、
本
宮
神
社
は
七

六
〇
年
代
後
半
の
創
建
。
建
て
替
え

を
経
て
九
〇
〇
年
以
上
鎮
座
し
て
い

た
が
、
１
６
８
４
年

12
月
に
火
災
で

焼
失
し
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
９
カ
月

前
の
同
年
３
月
に
は
洪
水
に
も
見
舞

わ
れ
て
い
た
。
今
の
社
殿
が
建
替
え

ら
れ
た
の
は
翌

85
年
で
あ
る
。
）
そ
こ

で
、
日
光
東
照
宮
に
あ
る
陽
明
門
に

は

12
本
の
内
１
本
だ
け
文
様
が
逆
の

柱
が
あ
る
。
古
く
か
ら
「
建
物
は
完

成
と
同
時
に
崩
壊
が
始
ま
る
」
と
の

い
わ
れ
が
あ
り
「
建
物
の
崩
壊
を
止

め
る
呪
い
術
」
と
し
て
あ
え
て
文
様

を
逆
向
き
に
し
て
、
未
完
成
に
し
た

と
伝
わ
る
の
が
「
魔
除
け
の
逆
柱
」

だ
。
こ
れ
に
着
想
し
て
み
た
。

「
魔
除
け
の
逆
柱
」
説
は
有
名
だ
が
、

二
度
の
被
災
に
遭
っ
た
後
の
「
本
宮

神
社
」
建
替
え
時
な
の
で
、
当
時
の

棟
梁
・
職
人
が
陽
明
門

の
「
逆
柱
」
を
模
し
て

「
社
紋
」
を
鬼
門
除
け

と
し
て
一
つ
だ
け
あ
え

て
逆
向
き
に
設
け
、
魔

除
け
の
「
逆
さ
社
紋
」

に
し
建
物
は
未
だ
「
未

完
成
」
で
あ
る
こ
と
を

表
し
た
の
で
は
な
い
か
？

ち
な
み
に
陽
明
門
は
、

江
戸
時
代
前
期
に
は
建

て
ら
れ
て
お
り
、
今
の

社
殿
が
建
て
ら
れ
た
一

六
八
五
年
と
時
系
列
に

矛
盾
も
な
い
こ
と
の
背

景
や
、
勝
道
上
人
ゆ
か
り
の
「
日
光

の
発
祥
地
」
と
「
日
光
の
社
寺
」
エ

リ
ア
の
入
口
に
建
つ
地
理
的
要
素
も

踏
ま
え
れ
ば
「
鬼
門
除
け
」
と
し
て

あ
え
て
逆
向
き
に
設
け
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
と
、
関
係
者
も
う

な
ず
い
て
く
れ
る
。（
特
に
歴
史
・
史

跡
に
詳
し
い
東
照
宮
の
高
藤
晴
俊
先

生
と
直
接
お
会
い
で
き
詳
し
い
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
感
謝
申
し
上
げ

る
。
）

会
員
の
皆
様
へ
・
・
歴
史
的
価
値

の
高
い
建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
山
内
の

エ
リ
ア
に
は
だ
れ
に
も
気
づ
か
れ
て

い
な
い
謎
が
ま
だ
ま
だ
眠
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
を

頭
に
入
れ
て
世
界
遺
産
の
日
光
を
歩

か
れ
て
み
る
の
も
い
か
が
で
し
ょ
う
。

以
上
が
新
た
な
「
謎
解
き
」
と
そ
の

「
真
相
」
の
私
的
報
告
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
魔
除
け
の
「
右
三
つ

巴
」
の
紋
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
・
・
・
 

   

（
玄
梅
正
明
）

《
歩
こ
う
か
い
部
》
   

 

第
２
回

10

月

23
日
（
木
）

日
光
の
紅
葉
散
策
と

足
尾
銅
山
記
念
館
見
学

最
上
段
左
の
募
集
参
照

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

 
参
加
費
１
０
０
０
円

 

 
第
２
回

 
10

月

29
日
（
水
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

 

第
３
回

 
12
月

13
日
（
土
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

 

 
第
２
回

 
10
月

8
日
（
水
）

《
囲
碁
部
》

星
部
長
宅
  

 

第
２
回

11
月

8
日
（
土
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 
 今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
30
分
集
合

  
第
２
回

10
月

16
日
（
木
）

《
女
性
部
》

第
２
回

未
定

日精会たより №１９０ ２０２５年(令和７年) ９月2

日光紅葉散策と

足尾銅山記念館見学

◇期日：

１０月２３日(木)

◇参加費：

5000円（予定）

申込み締切

９月２８日(日)

芳賀真治 53-1683

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

《歩こうかい部》

募
集
中

歴
史
的
・
不
思
議
（
謎
）
大
発
見
！
！

東
照
宮
ば
か
り
で
な
く
、
二
荒
山
神
社
に
も
あ
っ
た

魔
除
け
の
社
紋
「
右
三
つ
巴
」

各

部

行

事

予

定


